
公益社団法人

全日本病院協会会長殿

医政発 0924第 6号

令和 2年 9月 24日

「保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱について」

の一部改正について

平素より看護行政の推進にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

保健師助産師看護師実習指導者講習会について、「看護基礎教育検討会報告書J

（令和元年 10月 15日公表）において、専任教員養成講習会、教務主任養成講

習会、保健師助産師看護師実習指導者講習会の内容を精査し、重複部分を削減

するなどにより、必要な内容及び時間数とすること、各講習会の受講内容を積

み上げ、分割して受講可能とする仕組みを構築することが示されたところです。

今般、当該報告書を受け、「保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱

について」の内容の一部を改正し、別添の通り各都道府県に通知しましたので、

内容についてご了知いただくとともに、貴団体に所属されている会員の皆様へ

の情報提供にご協力をお願いいたします。
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各都道府県知事殿

医政発 0924第 5号

令和 2年 9月 24 日

厚生労働省医政局長

（公印省略）

「保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱について」

の一部改正について

平素より看護行政の推進にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

保健師助産師看護師実習指導者講習会について、「看護基礎教育検討会報告書J

（令和元年 10月 15日公表）において、専任教員養成講習会、教務主任養成講

習会、保健師助産師看護師実習指導者講習会の内容を精査し、重複部分を削減

するなどにより、必要な内容及び時間数とすること、各講習会の受講内容を積

み上げ、分割して受講可能とする仕組みを構築することが示されたところです。

今般、当該報告書を受け、「保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱

についてJの内容の一部を別紙のとおり改正し、令和3年度に開催される講習

会から適用することとしたので通知します。

つきましては、貴管下関係者に対しては、貴職からこの旨周知願います。
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（別添ー）

保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所（以

下「看護師等養成所」という。）の実習施設で実習指導者の任にある者若し

くは将来これらの施設の実習指導者となる予定にある者、又は上記養成所

において実習指導の任にある者に対して、看護基礎教育における実習の意

義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるよう、

必要な知識・技術を修得させることを目的とする。

2 実習指導者講習会の実施

講習会は、都道府県又はこれに準ずるものとして厚生労働省が認める者

を実施主体とすること。

ただし、都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達成

のために必要があると認めるときは、業務の一部を適当と認める者に委託

することができること。

3 受講対象者

( 1）看護師等養成所の実習施設で実習指導者の任にある者

( 2）将来、（ 1 ）の実習施設の実習指導者となる予定にある者

(3) (1）の養成所で実習指導の任にある者

4 単位等

( 1）講習会においては、講義1単位 15時間、演習を 1単位 30時間、実

習1単位 45時間を基本とし、原則として 10単位（180時間）以上と

すること。

( 2）受講者からの申請に基づき、個々の既修の学習内容を評価し、別紙

ーの実習指導者養成講習会講習科目の内容に相当するものと認められ

る場合には、総必要単位数の2分の 1を超えない範囲で、当該講習会

における履修に代えることができること。なお、大学等においては、

規定の時間数を満たしていれば、単位数についてはこの限りではない。

5 内容

別紙ーの科目、目標及び内容を標準とすること。科目のうち、専任教員

養成講習会のeラーニングを活用する場合は、別紙二を参考とすること。

6 教室等

( 1 ）講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2）グループワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望

ましいこと。

( 3）教室等は採光、換気等が適当であり、受講者数に応じた面積を確保

するなど、学習環境について配慮、されていること。
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( 4）必要な図書を有する図書室を利用できること。

7 担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保

健師助産師看護師実習指導者講習会等の受講者で、あって、専任教員及び実

習指導者の経験を有すること。

8 講師

( 1 ）教育に関する科目については、大学教授又はこれに準ずる者が教授

すること。

( 2）看護に関する科目、実習指導に関する科目については、看護師等学

校養成所の副学校長、教務主任又はこれに準ずる者が教授すること。

9 都道府県に準ずるものとして厚生労働省が認める者が講習会を実施する

場合の手続等

( 1）講習会を新たに実施しようとする者（都道府県を除く。）は、講習会

の開催の一月前までに次の事項を記載した認定申請書を本職あて提出

すること。

また、申請後にその申請内容について変更がある場合には、あらか

じめ変更申請を行い、承認を得ること。

ア 開催の目的

イ 主催者の名称及び主たる事務所の所在地

ウ 講習会の名称

エ 講習会の会場の名称及びその所在地

オ講習会に要する経費の収支予算

カ 開催期間及び日程

キ受講者の定員

ク 科目の内容（受講者の各科目の到達目標を含む。 eラーニングを活

用する場合は、科目名を明示じ、当該科目の到達目標は不要。）

ケ 各教室等の用途及び面積

コ 講習会担当者及び講師の氏名、担当科目及び時間数並びに職業及

び職位

(2) (1）の認定申請書には次に掲げる書類を添えること。

ア 講習会担当者の履歴書

なお、履歴書は、講習会担当者として必要な経歴を有することを

明らかにするものとすること。

イ その他参考となる資料

( 3）講習会の終了後は、一か月以内に次の事項を記載した実施状況報告

書を本職あて提出すること。

ア修了者数
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イ 修了者の所属先、職位、実務年数及び学歴

ウ 実施状況の概要及びその評価（受講者からの評価を含む。）

エ その他実施状況の把握に当たり参考となる事項

10 運営等

( 1 ）講習会は、年度を超えた開催も差し支えないこと。なお、同一受講

者に対しては、受講開始後三年以内に限り単位を通算して差し支えない

こと。

( 2）特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開

催することができること。

( 3 ）科目の評価については、受講者の出席状況に加え、別紙ーを参考に

各科目の評価を行い、必要単位数を取得した者に対し、修了を認めるこ

とが望ましいこと。また、専任教員養成講習会のeラーニングを活用す

る場合は、当該科目の単位認定結果を確認し、修了を認めることが望ま

しし＼こと。

( 4）講習会修了者には、修了証（別紙三）を交付すること。

( 5）修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録は、主催者

が適切に保管すること。
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（別紙一）

保健師助産師看護師実習指導者講習会科目及び目標

区
内容 科目 目標・内容 単位数 時間数

分

基 教育原理 教育の本質の基本知識、概念及び必 1 15 

礎 ＊ 要な理論を学ぶ。

分 －教育の本質、目的

里子 －教育活動の特性

教育方法 教育方法の基本知識及び必要な理論 1 15 
＊ を学ぶ。

－授業形態、教育方法及び教材の活

教育 用

の －教授一学習過程の理解 等

基盤 教育心理 人間の発達と学習過程における心理 1 15 
＊ 的な特徴についての基本知識及び必 、

要な理論を学ぶ。

－成長発達に伴う学習者心理の理解

－学習過程における心理 等

教育評価 教育評価の基本知識及び必要な理論 1 15 
＊ を学ぶ。

－教育評価の目的と方法

－講義・演習・実習評価の方法等

専 看護 看護論＊ 人間の健康、看護の考え方を多角的 1 15 

門 論 に学び、看護についての視野を広げ、

分 自己の看護観を明確にする。

野 ・看護の機能と役割

－看護場面と看護観の再構成

－健康の概念と健康支援

－倫理的課題とその対応方法 等

看護 看護教育 看護師等養成所の各教育課程の概要 1 15 

教育 課程論＊ を学び実習指導につなげる。

課程 －教育課程の基礎知識 等

実習 実習指導 実習指導案について理解し、教授方 2 30 

指導 方法論 法を学ぶ。

の基 （評価を －実習指導の方法

盤 含む） －実習評価の意義と方法 等
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実習指導 実習指導の展開の実際を学ぶ。 2 60 

方法演習 －実習指導案の作成及び評価（課程

別、学年別、専門領域別等）

－実習の評価 等

合計 10 180 

*eラーニング活用可能

なお、 eラーニングは1単位 7.5時間の eラーニング視聴及び視聴内容に関

する自己学習を総じて 1単位 15時間として取り扱うことも可能。
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， 

（別紙二）

保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

項目
保健師助産師看護師実習指導者

専任教員養成講習会における
講習会でのeラーニング適用科

対応科目
目

科 目
単位数

科 目
単位数

区分 （時間数） （時間数）

基 教育原理 1 (15) 教育原理 1 (15) 

礎 教育方法 1 (15) 教育方法 1 (15) 

分 教育，心理 1 (15) 教育，心理 1 (15) 

野 教育評価 1 (15) 教育評価 1 (15) 

専 看護論 1 (15) 看護論 1 (15) 

F号 3 (45) 

分 看護教育課程論 1 (15) 看護教育課程論 のうち

野 1 (15) 

※ eラーニングは1単位7.5時間のeラーニング視聴及び視聴内容に関する

自己学習を総じて 1単位 15時間として取り扱うことも可能。

※保健師助産師看護師実習指導者講習会でのeラーニング適用科目の時間数

が、専任教員養成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっ

ては、当該科目は専任教員養成講習会の時間数で実施すること。
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（別紙三）

番号

修了証

氏名

生年月日

年度厚生労働省認定の実習指導者講習会において、所定の課程を修了した

ことを証する。

年月日

主催者名 i=n 

サイズ： 210mm×300mm
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（別添二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所（以

下「看護師等養成所Jという。）における特定の分野の実習を行う病院以外

の実習施設の実習指導者の任にある者若しくは将来これらの施設で実習指

導者となる予定にある者、又は上記養成所において特定の分野の実習指導

の任にある者に対して、看護基礎教育における実習の意義及び実習指導者

としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるよう、必要な知識・技

術を修得させることを目的とする。

2 講習会の実施

講習会は、都道府県又はこれに準ずるものとして厚生労働省が認める者

を実施主体とすること。

ただし、都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達成

のために必要があると認めるときは、業務の一部を適当と認める者に委託

することができること。

3 受講対象者

( 1）次のいずれかに該当する実習指導者の任にある者で、あって、現に実習

指導者の任にある者又は将来実習指導者となる予定の者。

ただし、イについては、助産師確保対策の一環として、当面の問、以

下に掲げる実習施設に加え、助産師養成所の実習施設である小規模な病

院の助産師についても当該講習会の受講を認めることとする。

ア 保健師養成所における公衆衛生看護学実習を行う病院以外の実習

施設の保健師

イ 助産師養成所における助産学実習を行う病院以外の実習施設の助

産師

ウ 看護師養成所における老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護

学実習又は地域・在宅看護論実習を行う病院以外の実習施設の保健

師、助産師又は看護師

エ 准看護師養成所における老年看護実習又は母子看護実習を行う病

院以外の実習施設の保健師、助産師又は看護師

( 2）看護師等養成所で（ 1 ）アからエに掲げる実習において、現に実習指

導の任にある者

4 内容

( 1）講習の期間は計39時間以上とすること。

( 2 ）内容は、別紙ーの科目及び目標を標準とすること。科目のうち、専任

教員養成講習会のeラーニング科目を活用する場合は、別紙二を参考とす
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ること。

5 教室等

( 1 ）講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2）グループワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ま

しし、こと。

( 3 ）教室等は採光、換気等が適当であり、受講者数に応じた面積を確保す

るなど、学習環境について配慮されていること。

( 4）必要な図書を有する図書室を利用できること。

6 担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保

健師助産師看護師実習指導者講習会等の受講者で、あって、専任教員及び実

習指導者の経験を有すること。

7 講師

( 1 ）教育に関する科目については、大学教授、准教授又はこれらに準ずる

者が教授すること。

( 2 ）看護に関する科目、実習指導に関する科目については、看護師等学校

養成所の副学校長、教務主任又はこれに準ずる者が教授すること。

8 都道府県に準ずるものとして厚生労働省が認める者が講習会を実施する

場合の手続等

( 1 ）講習会を新たに実施しようとする者（都道府県を除く。）は、講習会の

開催の一月前までに次の事項を記載した認定申請書を本職あて提出する

こと。

また、申請後にその申請内容について変更がある場合には、あらかじ

め変更申請を行い、承認を得ること。

ア 開催の目的

イ 主催者の名称及び主たる事務所の所在地

ウ 講習会の名称

エ 講習会の会場の名称及びその所在地

オ講習会に要する経費の収支予算

カ 開催期間及び日程

キ受講者の定員

ク 科目の内容（受講者の各科目の到達目標を含む。eラーニングを活

用する場合は、科目名を明示し、当該科目の到達目標は不要。）

ケ 各教室等の用途及び面積

コ 講習会担当者及び講師の氏名、担当科目及び時間数並びに職業及

び職位

(2) (1）の認定申請書には次に掲げる書類を添えること。
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ア 講習会担当者の履歴書

なお、履歴書は、講習会担当者として必要な経歴を有することを明

らかにするものとすること。

イ その他参考となる資料

( 3 ）講習会の終了後は、一か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書

を本職あて提出すること。

ア修了者数

イ 修了者の所属先、職位、実務年数及び学歴

ウ 実施状況の概要及びその評価（受講者からの評価を含む。）

エ その他実施状況の把握に当たり参考となる事項

9 運営等

( 1）開催日の設定にあっては、地域の実情に応じて複数回に分割した期間

を設定することができること。

( 2）保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開催するととができる

とと。

( 3 ）科目の評価については、受講者の出席状況に加え、別紙ーを参考に各

科目の評価を行い、必要時間数を満たした者に対し、修了を認めること

が望ましいこと。専任教員養成講習会のeラーニングを活用する場合は、

当該科目の単位認定結果を確認し、修了を認めることが望ましいこと。

( 4）講習会修了者には、修了証（別紙三）を交付すること。

( 5 ）修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録は、主催者が

適切に保管すること。
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（別紙一）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会科目及び目標

教育
科目 目標及び内容 時間数

内容

教 教育原理 教育の意義や基礎的な概念について学

育 ＊ ぶ。

の 教育J心理 人間の発達と学習過程における青年時 3 

基 ＊ の心理的な特徴について人間の成長・発

盤 達段階に合わせて理解する。

教育方法 教育の基本的な方法や技術、評価方法に 3 
＊ ついて理解する。

実 実習指導 看護基礎教育の概要と実習に求められ 3 

習 の実際 I ている課題を理解する。

指 （講義） 実習指導の基礎と実習指導者のあり方 6 
導 を理解する。
の
実習指導 実習指導の展開について理解を深め、か 24 

基
の実際E つ、臨地実習の中で体験する指導場面別

盤
（演習） の役割や方法について演習を通して学

ぶ。

合計 39 

* eラーニング活用可能
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（別紙二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

項目 特定分野における保健師助 専任教員養成講習会における対応科
産師看護師実習指導者講習

目
会でのeラーーング適用科目

単位数
区分 科 目 時間数 科 目

（時間数）

教育原理 教育原理 1 (15) 

教育 教育J心理
3 
教育，心理 1 (15) 

の
教育方法 1 (15) 

基盤 教育方法 3 
教育評価 1 (15) 

※ 特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会でのeラーニン

グ適用科目の時間数が、専任教員養成講習会における対応科目の時間数より

少ない場合にあっては、当該科目は専任教員養成講習会の時間数で実施する

こと。

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



ヘ

（別紙三）

番号

修：了言正

氏名

生年月日

＼／ 

年度厚生労働省認定の実習指導者講習会（特定分野）において、所定の課程

を修了したことを証する。

年月日

主催者名 i::n 

サイズ： 210凹×300阻
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保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱について

（平成二七・ー・六 医政発o-o六第二）

（令和三年四月一日より適用。下線部は改正部分）

新 ｜日

（別添一）

保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所（以下「看護師等養

成所」という。）の実習施設で実習指導者の任にある者若しくは将来これらの施設の実習指

導者となる予定にある者、又は上記養成所において実習指導の任にある者に対して、看護基

盤教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができ

るよう、必要な知識・技術を修得させることを目的とする。

2 実習指導者講習会の実施

童宣全l主ι都道府県文はこれに準ずるものとして厚生労働省が認める者主室堕主生とする

こと。

主主Lι都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達成のために必要があ

ると認めるときは、業務の一部を適当と認める者に委託することができること。

3 受講対象者

( 1) 看護師笠養成所の実習施設で実習指導者の任にある者

( 2) 将来、（1）の実習施設の実習指導者となる予定にある者

(3) (1）の養成所で実習指導の任にある者

4 単位等

( 1) 講習会においては、講義一単位一五時間、演習を一単位三0時間、実習一単位四五

時間を基本とし、原則として－0単位（一八0時間）以上とすること。

O:liJ添一）

保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所の実習施設で実習指

導者の任にある者若しくは将来これらの施設の実習指導者となる予定の者、又は上記養成所

において実習指導の任にある者に対して、看護教育における実習の意義及び実習指導者とし

ての役割を理解し、効果的な実習指導ができるよう、必要な知識・技術を修得させることを

目的とする。

2 講習会の実施

本講習会の実施主体は都道府県文はこれに準ずるものとして厚生労働省が認める者とす

る。都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達成のために必要があると認

めるときは、業務の一部を華道亙星空適当と認める者に委託することができる主旦よ主主。

3 受講童畳

( 1) 保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所又は准看護師養成所の実習施設で実習

指導者の任にある者

(2) 将来、（ 1 ）の実習施設の実習指導者となる予定にある者

( 3) ( 1）の養成所で実習指導の任にある者

4 講習期間及びその設定

( 1) 講習の期間は計八週間（二四0時間）とする

1 
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（削除）

（削除）

( 2) 受講者からの申請に基づき、個々の既修の学習内容を評価し、別紙ーの実習指導者

養成講習会講習科目の内容に相当するものと認められる場合には、総必要単位数の二

分のーを超えない範囲で、当該講習会における履修に代えることができること。なお、

大学等においては、規定の時間数を満たしていれば、単位数についてはこの限りでは

ない。

5 内容

別紙一の科目、目標及び内容を標準とすること。科目のうち、専任教員養成講習会の eラ

ーニングを活用する場合は、別紙二を参考とすること。

6 教室笠

( 1) 講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2) グループワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ましいこと。

( 3) 教室等は採光、換気等が適当であり、受講者数に応じた面積を確保するなど、学習

環境について配慮されていること。

( 4) 必要な図書を有する図書室を利用できること。

7 担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保健師助産師看護師

実習指導者講習会等の受講者で主ヱエι専任教員及び実習指導者の経験を有するよよ。．

8 講師

（削除）

( 1) 教育に関する科目については、大学教授文はこれに準ずる者が教授するよよ。

i三L 看護に関する科目、実習指導に関する科目については、看護師等学校養成所の副学

校長、教務主任又はこれに準ずる者が教授するよよ4ー

2 

斗呈L ( 1）の期間の設定に当たっては、地域の実情に応じて複数回に分割した期間を設

定することができること。

( 3) 特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開催することがで

主主主主L

（新設）

5 講習科目

別紙ーの講習科目、別紙二の講習科目の目標及び内容を参考とすること。

童宣科目のうち、専任教員養成講習会の eラーニング畳旦を活用する場合は、別紙二を参

考とすること。

6 教室の確保等講習会開催に当たり留意すべき事項

( 1) 講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2) グループワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ましいこと。

( 3) 必要な図書を有する図書室を利用できること。

( 4) 教室等は採光、換気等が適当であり、学習環境について配慮が払われていること。

7 重宣全担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保健師助産師看護師

実習指導者講習会等の受講者で専任教員及び実習指導者の経験を有する主旦よ主主。

8 講師

( 1) 講習科目を教授できる講師を確保するものとする。

J主上教育に関する科目については、大学教授又はこれに準ずる者が教授する主旦よ主主。
(3) 看護に関する科目、実習指導に関する科目、看護師二年課程通信制に関する科目に

ついては、看護師等学校養成所の副学校長、教務主任又はこれに準ずる者が教授するも
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9 都道府県に準ずるものとして厚生労働省が認める者が講習会を実施する場合の手続等

( 1) 講習会を新たに実施しようとする者（都道府県を除く。）は、講習会の開催の一月

前までに次の事項を記載した認定申請書を本職あて提出すること。

また、申請後にその申請内容について変更がある場合には、あらかじめ変更申請を

行い、承認を得ること。

ア開催の目的

イ 主催者の名称及び主たる事務所の所在地

ウ講習会の名称

エ講習会の会場の名称及びその所在地

オ講習会に要する経費の収支予算

カ 開催期間及び日程

キ受講者の定員

ク 畳!l!Q内容（受講者の各科目の到達目標を含む。 eラーニングを活用する場合は、

科目名を明示し、当該科目の到達目標は不要。）

ケ各教室等の用途及び面積

コ 講習会担当者及び講師の氏名、担当科目及び時間数並びに職業及び職位

(2) (1）の認定申請書には次に掲げる書類を添えること。

ア講習会担当者の履歴書

なお、履歴書は、講習会担当者として必要な経歴を有することを明らかにするも

のとすること。

イ その他参考となる資料

( 3) 講習会の終了後は、一か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書を本職あて

提出すること。

ア盤工主堂

イ 修了者の所属先、職位、実務年数及び学歴

ウ 実施状況の概要及びその評価（受講者からの評価を含む。）

3 

のとする。

9 都道府県に準ずるものとして厚生労働省が認める者が講習会を実施する場合の手続

( 1) 講習会を新たに実施しようとする者（都道府県を除く。）は、講習会の開催の一月前

までに次の事項を記載した認定申請書を本職あて提出すること。

また、申請後にその申請内容について変更がある場合には、あらかじめ変更申請を

行い、承認を得ること。

ア開催の目的

イ 主催者の名称及び主たる事務所の所在地

ウ講習会の名称

エ講習会の会場の名称及びその所在地

オ講習会に要する経費の収支予算

カ 開催期間及び日程

キ受講者の定員

ク 教育内容（受講者の各科目の到達目標を含む。 eラーニング、を活用する場合は、

科目：名を明示し、当該科目の到達目標は不要。）

ケ 各教室等の用途及び面積

コ 講習会担当者及び講師の氏名、担当科目及び時間数並びに職業及び職位

(2) (1）の認定申誇書には次に掲げる書類を添えること。

ア講習会担当者の履歴書

なお、履歴書は、講習会担当者として必要な経歴を有することを明らかにするも

のとすること。

イ その他参考となる資料

（新設）
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エ その他実施状況の把握に当たり参考となる事項

10 運営等 I 10 運営等

( 1) 講習会は、年度を超えた開催も差し支えないこと。なお、同一受講者に対しては、 ｜ （新設）

受講開始後三年以内に限り単位を通算して差し支えないこと。

( 2) 特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開催することが ｜ （新設）

できること。

よ呈上笠旦2歪盤については、受講者の出席状況に加え、別紙ーを参考に各科目の評価を

行い、必要単位数を取得した者に対し、修了を認めることが望ましいこと。また、専

任教員養成講習会のeラーニングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確認

し、修了を認めることが望ましいこと。

斗生L 講習会修了者には、修了証」担量三Lを交付すること。

斗互上修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録は、主催者が適切に保管す

ること。

」盟墜L

4 

」ょL 盤工旦蓋互については、受講者の出席状況に加え、専任教員養成講習会の eラーニ

ングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確認し、修了を認めることが望ま

しい。

(2) 講習会修了者には、修了証を交付すること。

専任教員養成講習会の eラーニングを活用した場合は、修了した eラーニングの科

目がわかるよう修了証等に記載すること。

(3) 受講者名簿、修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録は、主催者が

適切に保管すること。

(4) 講習会の終了後は、一か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書を本職あて提

出すること。

／ ア修了者数

イ 修了者の所属先、職位、実務年数及び学歴

ウ 実施状況の概要及びその評価（受講者からの評価を含む。）

エ その他実施状況の把握に当たり参考となる事項
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（別紙一）（別紙一）

科目

教育原理＊

塾宣企聖士
教育方法＊

整宣霊盤士
重重益主
看護教育課程＊

保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目

区分

教育及び看護に関する科目

保健師助産師看護師実習指導者講習会科目及び目標

墜盟主主
E塁二且室科目自室

区

数主金

一五教育の本質の基本知識、概念及び必要な理教育原理基

益主主韮L＊ 礎

目的－教育の本質、金

・教育活動の特性野

整宣亙量 五教育方法の基本知識及び必要な理論を学

実習指導の原理

実習指導の評価

実習指導の実際

実習指導に関する科目長ミ
ーー.....2,_

＊ 

－授業形態、教育方法及び教材の活用
整宣

笠・教授一学習過程の理解

看護師二年課程通信制の教育制度

学生の到達度の理解

実習指導の方法と留意点

看護師二年課程通信制に関する科

目

整宣企墨 一五人間の発達と学習過程における心理的な特
の

基盤
徴についての基本知識及び必要な理論を学本

~ 

－成長発達に伴う学習者心理の理解
実習指導者の養成に必要と思われ

る教育内容とする。

その他
等－学習過程における心理

.L>、
D 

eラーニング活用可能

計重宣宣血 一五教育評価の基本知識及び必要な理論を学

＊ 長ミ
ーーー♀ーー

＊ 

－教育評価の目的と方法

5 

等・講義・演習・実習評価の方法
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論一謹
論
一

専
一
門
一
金
野
一

人間の健康、看護の考え方を多角的に学

び、看護についての視野を広げ、自己の看

護観を明確にする白

・看護の機能と役割

・看護場面と看護観の再構成

．健康の概念と健康支援

・倫理的課題とその対応方法 笠

五

重量 一五

整宣

課程

重重量宣

課程論本

看護師等養成所の各教育課程の概要を学び

実習指導につなげる。

－教育課程の基礎知識 等

実習

指導

の

基盤

墨萱量豊

方法論

（評価を

含む）

茎宣盟主主

主量豊宣

実習指導案について理解し、教授方法を学

差L

・実習指導の方法

・実習評価の意義と方法 笠

実習指導の展開の実際を学ぶ。

－実習指導案の作成及び評価（課程別、学

年別、専門領域別等）

－実習の評価 等

三0

六O

合計 斗

0
一

司一

＊ eラーニング活用可能

なお、 eラーニングはー単位七．五時間の eラーニング視聴及び視聴内容に関する自己学習

を総じてー単位一五時間として取り扱うことも可能回

（別紙二）
「一一一一
匡金

保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目の目標及び内容

教
育
及
び
看
護
に
関
す
る
科
目

科目

整宣屋重

目標及び内容 ｜盟主

教育の意義や基礎的な概念について学ぶ ｜ 六

1) 教育の意義、目的

2) 教育活動の特性

3）主2盤

人間の発達と教育過程における心理的な特徴につ｜ニム

いて青年期を中心として理解する

1) 重量企里
2) 青年心理

3) 学習過程における心理

4) 三笠盤

教育の基本的な方法や技術についての理解を深め｜二♀

る

1) 重量豆重量
2) 霊童旦主主主
3) 教育方法と教材の活用

4) その他

教育評価の意義と方法について理解する ｜ 六

1) 教育評価の目的と特質

2) 教育評価の方法と基準

3）主2盤

重重益

整宣企墨

整宣主蓋

整宣霊血

看護の考え方を多角的に学び看護についての視野｜一八

を広げる

1) 重重宝畳金
2) 看護の機能と役割

3) 主旦盤

重重量宣｜看護師等の教育課程についてその概要、看護過程の｜二♀

課程 ｜展開を学び実習指導につなげる

1) 看護教育課程（指定規則等）

2) 教育計画とその内容

3) 実習指導計画

4) 看護過程（事例を含む）

5) その他

6 
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習実
実 習指 導 実習指導の基本と実習指導のあり方等について理 一五
の原理 壁主主

指導 実習の意義

2) 実習指導者の役割

す関 3) その他

科る 実習 指 導 実習における評価の意義や方法を理解する 一五

目 の評価 実習評価の意義

2) 実習評価の方法

3) その他

実習指導 実習指導の展開について理解を深め、演習等をとお 六O
皇室墜 してその実際を学ぶ

実習指導案の作成（課程別、学年別、授業科目

別等）

2) 実習指導の展開と評価

3) 三2些

看護 師二 看護師一年課程通信制教育の基本的な考え方及び

年課程通 その特徴について理解する

信制 の教 1) 通信制の目的 ・意義
育制度 2) 通信制の特徴 ・考え方 ・運営の基本

看護師二

年課程通 学 生の到 運営形態別の実習指導の方法、考え方、留意点 ーノ、
信制に関 達度の 理 2) 学生の到達度の把握方法
する科目 盤

実習指導 通信制で学ぶ学生の実習指導方法について事例を

の方法と 通じて理解する

宣童主 事例 （紙上学生）による実習指導演習

実習 指 導

そ 者の養成

に必要と
の 思 われる

他 教育内容

とする

~ 二四O

7 
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（別紙二） （別紙三）

保健師助産師看護師実習指導者講習会での 保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目 eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

専任教員養成講習会における重旦｜ 保健師助産師看護師実習指導者
｜｜｜保健師助産師看護

講習会でのeラーニング適用科目 対応科目 会での eラーニング適用科目
専任教員養成講習会における対応科目

星生堂
科目

皇隼室生
亘金 科目 豊国主主 授業内容 皇盤整

I~盆
藍金＼｜

科目
（時間数） （時間数）

( （時間数）

教育原理 ムノ、 教育原理 一（三0)
教育原理 一（一五） 教育原理 一（一五）

基
教育方法 一（一五） 教育方法 一（一五） 一八 教育，心理学 一（三0)

礎
教育，心理 一（一五） 教育，心理 一（一五） 教育方法 三O 教育方法 一（一五）

分野

教育評価 一（一五） 教育評価 一（一五） 教育評価 」／＇＼ 教育評価 一（一五）

看護論 一（一五） 重差益 一（一五）
一八 重重量 一（三0)専

三（四五）
旦
看護教育課程論 一（一五） 看護教育課程論 のうち

三O 看護教育課程論 二（四五）

金量
一（一五）

※ eラーニングは一単位七五時間の eラーニング視聴及び視聴内容に関する自己学習を総 ｜※ 「教育方法Jについては、 eラーニングに加え、十五時間の講義が必要である。

じてー単位一五時間として取り扱う ことも可能。

※ 保健師助産師看護師実習指導者講習会でのeラーニング適用科目の時間数が、専任教員養 ｜※ 保健師助産師看護師実習指導者講習会での eラーニング適用科目の時間数が、専任教員養

成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、当該科目は専任教員養成 ｜ 成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、当該科目は専任教員養成

講習会の時間数で実施すること。 ｜ 講習会の時間数で実施すること。

8 
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（別紙三）

番号

修了証

氏名

生年月日

年度厚生労働省認定の実習指導者講習会において、所定の課程を修了したこと

を証する。

年月日

主催者名 印

サイズ ：210皿 ×300皿

（新設）

9 
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（別添二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所（以下「看護師等養

成所Iという。）における特定の分野の実習を行う病院以外の実習施設の実習指導者の任に

ある者若しくは将来これらの施設で実習指導者となる予定ι主主者、又は上記養成所におい
て特定の分野の実習指導の任にある者に対して、看護基盤教育における実習の意義及び実習

指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるよう、必要な知識・技術を修得さ

せることを目的とする。

2 講習会の実施

講習会は、都道府県又はこれに準ずるものとして厚生労働省が認める者を実施主体とする

三よ。

主主」主一都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達成のために必要があ

ると認めるときは、業務の一部を適当と認める者に委託することができること。

3 受講対象者

( 1) 次のいずれかに該当する実習指導者の任にある者であって、現に実習指導者の任に

ある者又は将来実習指導者となる予定の者。

ただし、イについては、助産師確保対策の一環として、当面の問、以下に掲げる実

習施設に加え、助産師養成所の実習施設である小規模な病院の助産師についても当該

講習会の受講を認めることとする。

ア 保健師養成所における公衆衛生看護学実習を行う病院以外の実習施設の保健師

イ 助産師養成所における助産学実習を行う病院以外の実習施設の助産師

ワ 看護師養成所における老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護学実習文は地．

域・在宅看護論実習を行う病院以外の実習施設の保健師、助産師又は看護師

エ 准看護師養成所における老年看護実習又は母子看護実習を行う病院以外の実習

施設の保健師、助産師又は看護師

( 2) 看護師等養成所で（ 1）アからエに掲げる実習において、現に実習指導の任にある

10 

（別添二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会実施要綱

1 目的

保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所若しくは准看護師養成所における特定の分野

の実習を行う病院以外の実習施設で実習指導者の任にある者若しくは将来これらの施設で実

習指導者となる予定の者、文は上記養成所において特定の分野の実習指導の任にある者に対

して、看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指

導ができるよう、必要な知識・技術を修得させることを目的とする。

2 講習会の実施

本講習会の実施主体は都道府県文はこれに準ずるものとして厚生労働省が認める者とす

る。都道府県が実施する場合において、都道府県が事業の目的達成のために必要があると認

めるときは、業務の一部を畳道亙星空適当と認める者に委託することができる主旦主主主。

3 受講資格

( 1) 次のいずれかに該当する実習指導者の任にある者であって、現に実習指導者の任に

ある者又は将来な実習指導者となる予定の者。

ただし、イについては、助産師確保対策の一環として、当面の問、以下に掲げる実

習施設に加え、助産師養成所の実習施設である小規模な病院の助産師についても当該

講習会の受講を認めることとする。

ア 保健師養成所における公衆衛生看護学実習を行う病院以外の実習施設の保健師

イ 助産師養成所における助産学実習を行う病院以外の実習施設の助産師

ウ 看護師養成所における老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護学実習文は在

宅看護論実習を行う病院以外の実習施設の保健師、助産師文は看護師

エ 准看護師養成所における老年看護実習又は母子看護実習を行う病院以外の実習

施設の保健師、助産師又は看護師

( 2) 保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所又は准看護師養成所で（1）アからエ
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者 に掲げる実習において、現に実習指導の任にある者

4 内容 14 講習期間及びその設定

( 1) 講習の期間は計三九時間以上とすること。 I < i) 講習の期聞は計三九時間以上とする。

（削除） I (2) (1）の期間の設定に当たっては、地域の実情に応じて複数回に分割した期間を設定

することができること。

慨 に ｜斗保健師助産師看護師実習指一会と合問催……こと。

(2) 内容は、別紙ーの科目及び目標を標準とすること。科目のうち、専任教員養成講習 ｜ 」重量L

会の eラーニング科目を活用する場合は、別紙二を参考とすること。

」副監L

豆 教室笠

( 1) 講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

( 2) グループワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ましいこと。

( 3) 教室等は採光、換気等が適当であり、受講者数に応じた面積を確保するなど、学習

環境について配慮されていること。

( 4) 必要な図書を有する図書室を利用できること 8

6 担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保健師助産師看護師

実習指導者講習会等の受講者で盈ヱエι専任教員及び実習指導者の経験を有する主主。

7 講師

（削除）

11 

5 童宣笠旦

別紙一の講習科目、目標及び内容を参考とすること。

講習科目のうち、専任教員養成講習会の eラーニング科目を活用する場合は、別紙二を参考

とすること。

6 教室の確保等講習会開催に当たり留意すべき事項

( 1) 講習期間中、専用に利用できる教室が確保できること。

(2) グループワークをするための部屋（演習室）を確保できることが望ましいこと。

( 3) 必要な図書を有する図書室を利用できること。

( 4) 教室等は採光、換気等が適当であり、学習環境について配慮が払われていることの

7 講習会担当者

本講習会の運営等を担当する者は、原則として専任教員養成講習会、保健師助産師看護師

実習指導者講習会等の受講者で専任教員及び実習指導者の経験を有するものとする。

8 講師

( 1) 講習科目を教授できる講師を確保するものとする。
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( 1) 教育に関する科目については、大学教授、准教授又はこれらに準ずる者が教授する

こと。

(2) 看護に関する科目、実習指導に関する科目については、看護師等学校養成所の副学

校長、教務主任文はこれに準ずる者が教授するよよ。

8 都道府県に準ずるものとして厚生労働省が認める者が講習会を実施する場合の手続等

( 1) 講習会を新たに実施しようとする者（都道府県を除く。）は、講習会の開催の一月

前までに次の事項を記載した認定申請書を本職あて提出すること。

また、申請後にその申請内容について変更がある場合には、あらかじめ変更申請を

行い、承認を得ること。

ア開催の目的

イ 主催者の名称及び主たる事務所の所在地

ウ講習会の名称

エ講習会の会場の名称及びその所在地

オ講習会に要する経費の収支予算

カ 開催期間及び日程

キ受講者の定員

ク 笠旦!!2内容（受講者の各科目の到達目標を含む。eラーニングを活用する場合は、

科目名を明示し、当該科目の到達目標は不要。）

ケ各教室等の用途及び面積

コ 講習会担当者及び講師の氏名、担当科目及び時間数並びに職業及び職位

(2) (1）の認定申請書には次に掲げる書類を添えること。

ア 講習会担当者の履歴書

なお、履歴書は、講習会担当者として必要な経歴を有することを明らかにするも

のとすること。

イ その他参考となる資料

( 3) 講習会の終了後は、一か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書を本職あて提

出すること。

12 

」孟L 教育に関する科目については、大学教授又はこれに準ずる者が教授する主旦よ主主。

斗立L 看護に関する科目、実習指導に関する科目については、看護師等学校養成所の副学

校長、教務主任又はこれに準ずる者が教授するものとする。

9 都道府県に準ずるものとして厚生労働省が認める者が講習会を実施する場合の手続

( 1 ) 講習会を新たに実施しよ うとする者（都道府県を除く。）は、講習会の開催の一月前

までに次の事項を記載した認定申請書を本職あて提出すること。

また、申請後にその申請内容について変更がある場合には、あらかじめ変更申請を

行い、承認を得ること。

ア開催の目的

イ 主催者の名称及び主たる事務所の所在地

ウ講習会の名称

エ講習会の会場の名称及びその所在地

オ講習会に要する経費の収支予算

カ 開催期間及び日程

キ受講者の定員

ク 整宣内容（受講者の各科目の到達目標を含む。 eラーニング、を活用する場合は、

科目名を明示し、当該科目の到達目標は不要。）

ケ各教室等の用途及び面積

コ 講習会担当者及び講師の氏名、担当科目及び時間数並びに職業及び職位

(2). (1）の認定申請書には次に掲げる書類を添えること。

ア講習会担当者の履歴書

なお、履歴書は、講習会担当者として必要な経歴を有することを明らかにするも

のとすること。

イ その他参考となる資料

（新設）
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ア修了者数

イ 修了者の所属先、職位、実務年数及び学歴

ウ 実施状況の概要及びその評価（受講者からの評価を含む。）

エ その他実施状況の把握に当たり参考となる事項

9 運営等 I io 運営等

( 1) 開催日の設定にあっては、地域の実情に応じて複数回に分割した期間を設定するこ ｜ （新設）

とができることo

_J_tl_ 保健師助産師看護師実習指導者講習会と合同で開催することができることn ｜ （新設）

」豆L 笠~歪血については、受講者の出席状況に加え、別紙ーを参考に各科目の評価を I _Lll_盤工2量亙については、受講者の出席状況に加え、専任教員養成講習会の eラーニ

行い、必要時間数を満たした者に対し、修了を認めることが望ましいこと。専任教員 ｜ ングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確認し、修了を認めることが望ま

養成講習会の eラーニングを活用する場合は、当該科目の単位認定結果を確認し、修 ｜ しい。

了を認めることが望ましいよよ。

__iil_ 講習会問乙は修7証盟主を交的こと I _J_tl_ 講習会修了者には修了証を交附ること

( 5) 修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録は、主催者が適切に保管す

ること。

（削除）

13 

専任教員養成講習会の eラーニングを活用した場合は、修了した eラーニングFの科

目がわかるよう修了証等に記載すること。

( 3) 受講者名簿、修了者に関する記録その他の講習会の実施に関する記録は、主催者が

適切に保管すること。

( 4) 講習会の終了後は、一か月以内に次の事項を記載した実施状況報告書を本職あて提

出すること。

ア修了者数

イ 修了者の所属先、職位、実務年数及び学歴

ウ 実施状況の概要及びその評価（受講者からの評価を含む。）

エ その他実施状況の把握に当たり参考となる事項

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



（別紙一） （別紙一）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会科目及び目標 特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会講習科目と目標及び内容

1~ I 
科目 目標及び内容 時間数

科目 目標及び内容
教育原理＊ 教育の意義や基礎的な概念について学ぶ 、
教育心理＊ 人間の発達と学習過程における青年期の心理的な

｜ ｜ ｜ 教長コー
特徴について人間の成長・発達段階に合わせて理解

教育原理＊ ｜教育の意義や基礎的な概念について学ぶ。
する

！？ 一0青年心理
び
看 現代の青年の特徴

護 0学習過程における心理
教育心理＊ 人間の発達と学習過程における青年時の心理的な特徴 現代の青年の学習過程における心理、諸問題 IJ 

す関るについて人間の成長・発達段階に合わせて理解する。 教育方法＊．評 教育の基本的な方法や技術、評価方法について理解

価方法 する 一
科

教育方法＊ 教育の基本的な方法や技術、評価方法について理解す 目
0教育方法、評価の目的、評価方法等

一
看護教育課程＊ 看護基礎教育の課程とその概要について理解する

主L 0看護教育課程、教育計画、実習指導計画等

実習指導の実際 看護基礎教育の概要と実習に求められている課題を理 実習指導の原理 実習指導の基本と実習指導者のあり方等について

理解する
I （講義） 解する。 0実習の意義、目的

実習指導の基礎と実習指導者のあり方を理解する。 ーノ」、 0実習指導者の役割
実習指導の実際 実習指導方法を理解する

す関る
I （講義） 0指導計画の立案と指導方法
実習指導の実際 実習指導の展開について理解を深め、演習等を通し

実習指導の実際 ！実習指導の展開につ吋捌かつ一 二四 II （演習） てその実際を学ぶ 二四科

II （演習） の中で体験する指導場面別の役割や方法について、演習 目 0実習指導案の作成
0実習指導計画の展開と評価

を通して学ぶ。 合計 ＝九
合計 ｜＝九 11 * eラーニング活用可能

＊ eラーニング活用可能

，、

14 
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（別紙二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

特定分野における保健師助産師看護
項目｜
ー｜師実習指導者講習会での eラーニン ｜専任教員養成講習会における対応科目

グ適用科目

堕堕室主 科目
呈隼主主

（時間数）

教育原理 一（一玉）

教育心理 一（一五）

教育方法 一（一五）

教育評価 一 （一五）

※ 特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会でのeラーニング適用科目の時間

数が、専任教員養成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、当該科目は

専任教員養成講習会の時間数で実施すること。

15 

（別紙二）

特定分野における保健師助産師看護師実習指導者講習会での

eラーニング適用科目に関する専任教員養成講習会における対応科目

特定分野における保健師助産師看護師実

習指導者講習会での eラーニング適用科

目

専任教員養成講習会における対応科目

亘金 科目 堕旦2主 授業内容 主主堂 ｜亘盆
（時間数）

教育原理 教育原理 - (=O) 

教育，心理 教育，心理学 一（三0)

教育方法 教育方法 一（一五）

教育評価 教育評価 一（一五）
る
科
看護教育課程 看護教育課程論 二（四五） I~ 目

※ 特定分野における保健師助産師ノ看護師実習指導者講習会での eラーニング、適用科目の時間

数が、専任教員養成講習会における対応科目の時間数より少ない場合にあっては、当該科目

は専任教員養成講習会の時間数で実施すること。
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（別紙三）

番号

修了証

氏名

生年月日

年度厚生労働省認定の実習指導者講習会（特定分野）において、所定の課程を

修了したことを証する。

年月日

主催者名 印

サイズ： 210皿 ×300皿

（新設）
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